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議会だより･･
みんなで考えよう市町村合併②
町民ゴルフ大会
シリ-ズ介護保険⑬ ･･

保健センターだより･･

児童扶養手当について･･･
金婚式のあ知らせ　出

まちのできごと･･･

みんなの窓　用

ぼくのわたしの夢､俳句､矩歌
町の歴史あれこれ･･･

町民俗資粗飴見学､戸藷の窓･･･
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カと技と′
6月9日､農業者トレ〇二ングセン

タ-を会場に稲敷地方体育大会'`網引

ざ'が行われ,力と技を駆使して挑ん

だ結果､見事優勝に輝きました｡

(関連諸事を｢まちのできごと｣に掲載しました｡)



議会だより

河
内
町
議
会
6
月
定
例
会

平
成
-
4
年
第
2
回
町
議
会
定
例
会
が
6
月
白
日
か
ら
同
日
ま
で
開
か
れ
､
報
告
了
件
､
議
案
6
件
を
審
議
可
決
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
野
高
町
長
が
諸
報
告
を
行
い
ま
し
た
の
で
､
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

な
お
､
一
般
質
問
の
概
要
に
つ
い
て
は
､
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

蘭
越
蕾
=
野
島
町
長

た
だ
い
ま
､
議
長
よ
り
報
告
が
ご
ざ
い

ま
し
た
が
､
前
議
長
田
仲
重
雄
議
員
が
4

月
_
 
7
日
に
開
催
さ
れ
た
､
稲
敷
郡
町
村
議

会
議
長
会
総
会
に
お
か
れ
ま
し
て
､
稲
敷

郡
町
村
議
会
議
長
会
長
の
功
績
に
対
し
､

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
｡
ま
た
､
5
月

3
0
日
の
稲
敷
郡
町
村
会
総
会
に
て
､
河
内

町
議
会
議
長
と
し
て
の
貢
献
に
対
し
自
治

功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
｡
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡
岡
田
議
長
に
は
､

昨
日
の
茨
城
県
町
村
議
会
議
長
会
総
会
に

お
い
て
議
会
議
員
と
し
て
2
0
年
以
上
の
ご

活
躍
に
対
し
､
自
治
功
労
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
こ
と
､
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
｡
ど
う
か
､
お
二
人
の
今
後
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
｡

平
成
_
4
年
度
が
ス
タ
-
ト
を
い
た
し
ま

し
た
｡
今
､
日
本
､
韓
国
で
開
催
を
し
て

お
り
ま
す
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
-
が

話
題
を
さ
ら
っ
て
お
り
ま
す
｡
警
備
も
大

変
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
､
経
済
効
果
も

大
き
く
見
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い

ま
し
て
､
サ
ッ
カ
-
の
振
興
､
経
済
の
活

性
化
が
図
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

い
ま
だ
､
な
お
景
気
の
低
迷
が
続
い
て

お
り
､
中
小
企
業
者
は
資
金
繰
り
に
あ
え

い
で
い
ま
す
｡
町
と
し
ま
し
て
も
町
独
自

の
こ
れ
ら
経
済
対
策
と
し
て
､
条
例
の
改

正
を
す
る
も
の
で
､
本
日
ご
提
案
を
申
し

上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
｡

4
月
に
は
暫
定
平
行
滑
走
路
が
供
用
開

始
を
さ
れ
ま
し
た
｡
一
部
地
域
で
の
騒
音

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
､
座
談
会
を

開
催
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
｡

4
月
2
7
日
の
日
曜
日
に
は
､
直
販
セ
ン

タ
-
｢
ふ
る
さ
と
か
わ
ち
｣
　
で
新
酒
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
今
回
は
､
｢
三

義
人
｣
､
｢
寵
峰
｣
　
に
次
い
で
､
側
面
神
社

ノ

l

に
あ
や
か
り
､
ア
ル
コ
ー
ル
の
度
数
を
1

度
上
げ
､
よ
り
き
れ
の
よ
い
､
｢
側
高
｣

を
発
売
い
た
し
ま
し
た
｡
当
日
は
､
議
員

の
皆
さ
ん
方
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
に
よ

り
盛
大
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
｡

5
月
-
 
2
日
に
は
､
田
植
え
祭
が
催
さ
れ
､

約
3
5
0
名
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
｡

肌
寒
い
日
で
あ
り
ま
し
た
が
､
県
内
外
か
ら

多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
秋
の
収

穫
ま
つ
り
が
楽
し
み
で
あ
り
､
是
非
皆
様
方

の
､
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

一
昨
日
の
6
月
9
日
､
つ
つ
み
会
館
に

て
､
温
泉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
歌
謡
シ
ョ
-
 
､
ま
た
農
産
物
の
販

売
も
行
わ
れ
､
風
呂
に
入
り
な
が
ら
楽
し

い
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
｡

各
種
団
体
の
本
年
の
総
会
が
行
わ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
｡
事
業
計
画
等
も
審
議
を

さ
れ
､
こ
れ
か
ら
事
業
に
入
り
ま
す
｡
ど

う
か
､
実
の
あ
る
研
修
､
事
業
に
ご
研
鏡

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
報
告
を
終
わ
り
ま
す
｡し

報
告
_

-
専
決
処
分

平
成
_
 
3
年
度
河
内
町
一
般
会
計
補
正
予

-
算
(
第
5
号
)

減
税
補
て
ん
償
及
び
臨
時
財
政
対
策
億

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
､
利
率
見
直
し
方

式
に
よ
る
金
利
設
定
と
な
っ
た
た
め
､
地

方
債
の
変
更
の
た
め
の
専
決
処
分
で
､
承

認
さ
れ
ま
し
た
｡

専
決
処
分

平
成
1
 
3
年
度
河
内
町
一
般
会
計
補
正
予

算
　
(
第
6
号
)

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
6
3
7
6
万

2
千
円
を
追
加
し
､
総
額
を
4
2
億
2
9
4

o
万
2
千
円
と
す
る
も
の
で
､
歳
入
増
分

に
つ
い
て
､
基
金
へ
積
み
立
て
を
行
い
､

ま
た
､
経
営
構
造
対
策
事
業
に
つ
い
て
繰

越
明
許
費
の
設
定
の
た
め
の
専
決
処
分
で
､

承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
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i

i
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-
専
決
処
分

河
内
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

河
内
町
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
お

よ
び
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
等
が
､
平
成
-
 
4
年
3
月
2
7
日
､

国
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
と
も



議会だより

な
い
､
専
決
処
分
を
し
た
も
の
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
｡

平
成
1
 
3
年
度
河
内
町
土
地
開
発
公
社
事

業
決
算
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
2
4
3
条
の
3
第
2
項

の
規
定
に
よ
り
議
会
に
提
出
す
る
も
の
で
､

承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

/
賀
軸

の
相
殺
が
で
き
る
よ
う
財
政
上
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
に
は
､
確
実
な
繰
戻
し

の
方
法
､
期
間
お
よ
び
利
率
を
定
め
て
､

基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
替

え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定

を
追
加
す
る
も
の
で
､
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

柑
晴
軸

8
2
万
7
千
円
､
教
育
費
7
2
9
万
5
千

円
を
計
上
す
る
も
の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

平
成
1
 
4
年
度
河
内
町
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
　
(
第
〇
号
)

内
町
中
小
企
業
事
業
費
金
融
資
あ
っ

条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

隔

平
成
_
 
3
年
度
河
内
町
一
般
会
計
繰
越
明

詩
質
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

経
営
構
造
対
策
事
業
に
係
る
繰
越
明
許

に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
施
行
令
第
-
4

6
条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
､
議
会
に
報

告
を
す
る
も
の
で
､
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

絡
掛
矧
謝
矧
団

に

つ

い

て

　

_

-

_

_

_

｣

霞
ケ
浦
常
南
流
域
下
水
道
事
業
の
工
期

延
長
に
伴
う
建
設
負
担
金
の
繰
越
明
許
に

つ
い
て
､
地
方
自
治
法
施
行
令
第
-
4
6

条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
､
議
会
に
報
告

を
す
る
も
の
で
､
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡
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｣

河
内
町
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
条
例
の
一
一

部

を

改

正

す

る

条

例

　

　

　

　

　

　

一

___1_________｣

基
金
に
属
す
る
現
金
を
金
融
機
関
に
預

金
し
て
運
用
す
る
場
合
に
お
い
て
､
預
金

保
護
策
と
し
て
預
金
債
権
と
借
入
金
債
務

中
小
企
業
者
に
対
す
る
事
業
資
金
の
融

資
と
こ
れ
に
関
す
る
保
証
を
あ
っ
施
し
､

金
融
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
､

保
証
協
会
に
お
い
て
も
融
資
保
証
の
あ
っ

艇
の
種
別
お
よ
び
あ
っ
廃
の
資
金
等
が
変

更
と
な
っ
て
お
り
､
今
回
､
振
興
金
融
を

は
じ
め
保
証
料
､
利
子
補
給
金
制
度
を
整

備
し
､
当
町
独
自
の
経
済
対
策
と
し
て
利

用
者
の
よ
り
一
層
の
利
便
を
図
る
た
め
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る
も
の
で
､
可
決
さ

れ
ま
し
た
｡

平
成
1
 
4
年
度
河
内
町
一
般
会
計
補
正
予

算
　
(
第
-
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
2
5
7
万
1

千
円
を
追
加
し
､
総
額
を
1
 
0
億
3
8
1
0

万
7
千
円
と
す
る
も
の
で
､
歳
入
に
つ
い

て
は
､
支
払
交
付
金
2
5
7
万
-
千
円
､

歳
出
に
つ
い
て
は
､
医
療
諸
費
2
3
1
万

3
千
円
､
償
還
金
2
5
万
8
千
円
を
計
上
す

る
も
の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
5
2
2
万
7

千
円
を
追
加
し
､
総
額
を
6
億
4
7
6
4

万
3
千
円
と
す
る
も
の
で
､
歳
入
に
つ
い

て
は
､
繰
入
金
5
2
2
万
7
千
円
で
､
歳

出
に
つ
い
て
は
､
下
水
道
管
理
費
5
2
2

万
1
千
円
を
計
上
す
る
も
の
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
｡

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
6
0
4
4
万

円
を
追
加
し
､
総
額
を
4
0
億
9
-
0
了
万

7
千
円
と
す
る
も
の
で
､
歳
入
の
主
な
も

の
は
､
県
支
出
金
6
4
0
万
4
千
円
､
寄

附
金
6
0
0
万
円
､
繰
入
金
4
4
0
0
万

円
で
､
歳
出
に
つ
い
て
は
､
議
会
費
4
3
万

円
､
総
務
費
5
9
4
万
8
千
円
､
民
生
費

9
8
万
7
千
円
､
衛
生
費
1
5
1
万
5
千
円
､

商
工
費
3
4
3
万
8
千
円
､
土
木
費
4
0

河
内
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
一

す

る

規

則

　

　

　

　

　

　

　

　

一

議
員
派
遣
の
制
度
化
に
係
る
地
方
自
治

法
等
の
一
部
改
正
が
平
成
-
 
4
年
3
月
約
日

に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
､
会
議

規
則
を
改
正
す
る
も
の
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
｡

¥
-
-
1
I

/

(
竺
町
長
の
動
き

二
-
日
　
(
土
)
阿
見
町
長
出
版
記
念

コ
5
日
　
(
水
)
文
化
協
会
理
事
会
､
同

総
会

□
6
日
　
(
木
)
庁
議
､
稲
広
事
務
局
長

来
庁
､
町
商
工
会
青
年
部
通
常
総
会

コ
9
日
　
(
日
)
稲
敷
地
方
体
育
大
会
､

温
泉
ま
つ
り

｢
_
 
0
日
　
(
月
)
結
婚
相
談
員
情
報
交
換

会
書
目
1
 
1
日
　
(
火
)
議
会
定
例
会
-
-
4
日

工
1
 
7
日
　
(
月
)
ホ
-
ム
ヘ
ル
パ
ー
江
戸

崎
支
部
総
会
､
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営

審
議
会
､
町
防
犯
連
絡
員
協
議
会

｢
.
l
l
 
8
日
　
(
火
)
自
治
労
県
本
部
執
行
委

員
長
来
庁
､
新
老
人
保
健
福
祉
計
画
･

介
護
保
険
事
業
策
定
委
員
会
､
町
青

少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
総
会

□
_
 
9
日
　
(
水
)
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

口
2
0
日
　
(
木
)
成
田
市
議
会
副
議
長
来

庁
､
青
色
申
告
会
通
常
総
会
､
沿
岸

区
長
会
議

｢
‖
2
2
日
　
(
土
)
福
祉
ま
つ
り

□
2
7
日
　
(
木
)
寿
人
生
大
学
､
給
食
セ

ン
タ
-
運
営
委
員
会
､
町
交
通
安
全

協
議
会
総
会

田
2
8
日
　
(
金
)
暴
力
排
除
推
進
協
議
会

総
会
､
牛
久
沼
運
営
協
議
会
､
規
模

拡
大
農
家
通
常
総
会



このように､市町村を取り巻く状況の変化への対応や新たな課題の解決には､

｢市町村合併｣が有効な手段であることから､

真剣な議論を行っていくことが必要です｡

国では市町村合併を推進するため｢合併特例法｣ Iこより

さまざまな特例や財政支援措置を設Iナています｡

この適用を受iナるには､平成1了年3月31日までに合併することが必要です｡

勃
侮
趣
で
蓄
え
よ
う
市
町
結
合

-
今
な
ぜ
市
町
村
合
併
が
必
要
な
の
か
-

前
回
6
月
号
で
は
､
市
町
村
数
の
変
遷

と
こ
れ
ま
で
の
市
町
村
合
併
の
経
緯
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
｡

今
回
は
､
現
在
全
国
的
に
広
が
っ
て
い

る
市
町
村
合
併
の
背
景
､
必
要
性
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
｡

生
活
圏
に
合
わ
せ
た
一

ま
　
ち
　
づ
　
く
　
り
一

昭
和
3
0
年
前
後
の
　
｢
昭
和
の
大
合
併
｣

か
ら
約
4
0
年
が
経
ち
､
市
町
村
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
｡

交
通
手
段
が
発
達
し
た
今
､
住
民
の
み

な
さ
ん
の
日
常
生
活
圏
は
お
住
ま
い
の
市

町
村
を
越
え
て
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
お
り
､

今
の
ま
ま
の
市
町
村
の
区
域
で
は
､
生
活

圏
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
｡

こ
れ
か
ら
の
行
政
は
､
都
市
計
画
や
土

地
利
用
な
ど
を
は
じ
め
､
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
に
当
た
り
､
よ
り
広
い
視
点
で
一

体
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
｡

一
地
方
分
権
の
メ
リ
ッ
上

訴
揃
欝
市
町
村
の
ー

｢
地
方
分
権
一
括
法
｣
　
を
は
じ
め
と
す

る
一
連
の
分
権
改
革
に
よ
り
､
国
の
関
与

や
規
制
が
緩
和
さ
れ
､
住
民
に
身
近
な
サ

-
ビ
ス
は
地
域
の
責
任
に
お
い
て
決
定
で

き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
き
ま
す
｡

こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
た
め
に
は
､

市
町
村
が
自
ら
政
策
を
立
案
し
､
そ
れ
を

議
会
･
住
民
の
み
な
さ
ん
に
分
か
り
や
す

く
示
し
て
理
解
を
求
め
る
こ
と
や
､
効
率

的
な
行
財
政
運
営
が
必
要
に
な
り
ま
す
｡

多
様
な
住
民
二
-
ズ
に

対
応
す
る
行
財
政
碁
盤

の
強
化

最
近
は
住
民
の
み
な
さ
ん
の
価
値
観
が

多
様
化
し
､
生
活
ス
タ
イ
ル
も
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
き
て
い
ま
す
｡
市
町
村
行
政
へ
の

要
望
も
多
種
多
様
と
な
っ
て
お
り
､
特
に

介
護
保
険
制
度
や
環
境
対
策
な
ど
､
よ
り

広
域
的
に
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
へ
の
対

応
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
市
町
村
の
仕
事
は
､
質
･

量
と
も
に
増
大
し
っ
つ
あ
り
､
こ
の
変
化

に
対
応
し
､
役
割
を
的
確
に
果
た
す
た
め

に
は
､
よ
り
専
門
性
を
備
え
た
人
材
の
確

保
や
､
市
町
村
が
自
ら
決
定
し
た
政
策
を

裏
付
け
る
財
政
基
盤
の
確
立
が
必
要
に
な

り
ま
す
｡



嗣胸間置諺蘭画掴箇鋪蓬
腰間』電位も慕

ー｢河内町両町脚色僻事繍研究会｣ -

◆市町村合併事務研究会◆
会　長:収入役

副会長:教育長
委　員:各課長等18名

◆　　幹　　事　　会　　◆

研究会委員のうち8名
幹事長:総務課長
副幹事長:秘書広幅課長

教育厚生分科会総務分科会

住民課

保険年金課

福祉課
都市計画課

水道課

学校教育課
生涯学習課

学校給食センタ-

合併事務研究会

帽
○
椅
軸

市
町
村
合
併
の
調
査
･
研
究
を
目
的
と

し
た
　
｢
河
内
町
市
町
村
合
併
事
務
研
究
会
｣

第
-
回
目
の
会
合
を
6
月
6
日
に
役
場
内

で
開
催
し
､
左
図
の
よ
う
に
設
置
し
ま
し

た
｡
研
究
会
は
､
収
入
役
､
教
育
長
､
各

課
長
等
に
よ
り
構
成
し
ま
す
｡

ま
た
､
研
究
会
に
提
案
す
る
事
項
を
協

議
･
調
整
す
る
た
め
､
研
究
会
委
員
の
う

ち
会
長
が
任
命
し
た
幹
事
に
よ
り
幹
事
会

を
置
き
ま
す
｡

幹
事
会
の
下
部
組
織
と
し
て
､
各
部
門

の
係
長
以
上
の
職
員
に
よ
り
2
つ
の
分
科

会
を
置
き
､
デ
-
タ
収
集
な
ど
の
実
務
を

行
い
ま
す
｡

I

-

¥

幹
事
会
(
第
-
回
÷

研
究
会
会
長
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
8
名

の
幹
事
に
よ
り
､
6
月
2
6
日
に
幹
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
｡

幹
事
長
･
副
幹
事
長
が
選
出
さ
れ
た
他
､

本
年
度
の
事
務
予
定
の
協
議
や
近
隣
市
町

村
の
動
向
の
把
握
､
市
町
村
合
併
の
諸
制

度
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
｡

研
究
会
(
第
2
回
)

1
月
エ
ロ
､
第
2
回
の
合
併
事
務
研
究

会
が
開
催
さ
れ
､
幹
事
会
で
の
協
議
事
項

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
｡

本
年
度
の
事
務
予
定
と
し
て
は
､
合
併

の
効
果
や
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
に
つ
い
て
､
い
く
つ
か
の
市
町
村
の

組
み
合
わ
せ
で
シ
ミ
ュ
レ
-
シ
ョ
ン
す
る

｢
合
併
検
討
調
査
｣
　
を
行
い
ま
す
｡

局

課

　

会

務

画

　

貴

幸

謀
計
課
委

設
市
葉
菜

建
都
産
農

◆
問
合
せ
先
◆

企
画
財
政
課
　
企
画
係

(
H
8
-
2
1
1
-

2

-

0

･

2

1

2

)
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甥盛事肱⑦来会閻態

順位 倩�kﾂ�雪グロス �6ﾈ6(6r�

優勝 �'ﾉOiuB�79 田r���

準優勝 亶ｹgｹuHﾗ2�92 田ゅ��

3位 僣ｸﾋH��Wb�85 田ゅ"�

4位 �*ﾉ69�x6｢�85 田ゅ"�

5位 儁�,ｸ��Wb�83 田ゅb�

ベストグロス 儁�,ｸ�8羽�74 辻�

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
親
睦

6
月
-
 
9
日
､
ニ
ッ
ソ
ー
カ
ン
ト

リ
-
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
　
『
第
7
回

河
内
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
』
　
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
大
会

に
は
､
町
内
在
住
､
在
勤
の
ゴ
ル

フ
愛
好
者
が
参
加
し
､
ペ
リ
ア
方

式
に
よ
り
自
慢
の
腕
を
競
い
ま
し

た
｡
当
日
は
､
各
ホ
-
ル
で
梅
雨

空
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
力
い
っ

ぱ
い
の
ス
イ
ン
グ
に
加
え
､
随
所

で
好
フ
レ
-
 
､
珍
プ
レ
ー
も
続
出
三
｡

各
ホ
-
ル
参
加
者
は
､
和
気
あ

い
あ
い
の
雰
囲
気
の
な
か
､
競
技

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
｡

競
技
終
了
後
､
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

で
行
わ
れ
た
パ
-
テ
ィ
ー
で
は
､

成
績
の
発
表
と
表
彰
が
行
わ
れ
､

受
賞
者
に
は
､
参
加
者
か
ら
温
か

い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
｡

優
勝
の
栄
冠
は
ネ
ッ
ト
6
7
の
竹

尾
裕
さ
ん
｡
ま
た
､
大
会
の
上
位

入
賞
者
は
下
表
の
と
お
り
で
す
｡

(
敬
称
略
)

ま
た
､
こ
の
大
会
を
と
お
し
て

集
め
ら
れ
た
1
 
3
万
9
千
円
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
-
収
益
金
は
､
川
村
ゴ
ル

フ
部
長
よ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
で
あ
る
野
高
町
長
に
送
ら
れ
ま

し
た
｡



a/lJ鵜ズ　外接僻論/¥�ﾘ6t迷
要介護認定者･サ-ビス利用者数の推移　　　　　　　　要介護度別の構成割合

種別 ��9D紿ﾈ��14年3月 ��ﾘﾋ��

認定者数 �#���ﾂ�238人 �#y�ﾂ�

利用者数 ��cy�ﾂ�173人 妬�ﾂ�

居宅サ-ビス ���i�ﾂ�121人 添�ﾂ�

施設サ-ビス 鉄��ﾂ�52人 ���ﾂ�

総人口11,了56人　高齢者人口2,669人

高齢化率22.了脱(14年3月現在)

サ-ビス種別ごとの保険給付額と利用件数

利用件数 �5Bﾘ7(5稲ﾙ¥｢�給付額 

4,368 从��陞靜ﾈ5Bﾘ7(5��98,857 

2,558 囘ｹn)�顏ｨ5Bﾘ7(5��69,069 

181 �%ｨｯｩ?ﾈ�5Bﾘ7(5��14,578 

1,570 �+ｸ,ﾉ�ﾈ,ﾉ%�V�5Bﾘ7(5��ll,804 

38 兀�9w�ｾ�y?ﾉN��885 

21 偖ｩ�陝ﾈ�9N��2,519 

574 倡ｹ�ﾘ櫁ﾎﾈ5Bﾘ7(5��180,070 

373 刔i�ﾉY�8郢�ﾒ�113,479 

94 刔i�ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾒ�26,383 

107 處9wｸﾅ闔9|8郢�ﾒ�40,207 

4,942i合計278,928 

居宅介護サ-ビスの利用率

0罵　　　　10%

居宅介護一人当たりの保険給付費施設介護 

:∴｢∴ ､闇措日出 

6万8000円/月28万9000円/月 

-
 
`
平
成
(
1
 
3
毎
度
急
　
､

介
護
保
険
事
業
の

概
要
は
つ
い
て

の
リ
"
]
軸

平
成
_
 
3
年
度
末
の
要
介
護
認
定
者
数
は

2
3
8
人
で
､
1
年
間
に
2
7
人
増
加
し
て

い
ま
す
｡
介
護
サ
-
ビ
ス
利
用
者
は
-
7

3
人
　
(
6
人
増
)
　
と
全
体
の
了
2
･
7
%
で
､

う
ち
居
宅
介
護
サ
-
ビ
ス
利
用
者
-
2
-

人
　
(
o
O
･
9
%
)
､
施
設
介
護
サ
-
ビ
ス

利
用
者
5
2
人
　
(
3
0
･
-
%
)
　
と
な
っ
て
い

ま
す
｡要
介
護
度
別
の
構
成
で
は
要
支
援
か
ら

要
介
護
2
ま
で
の
　
｢
軽
度
｣
　
が
o
O
%
､
要

介
護
3
-
5
ま
で
の
　
｢
重
度
｣
　
は
4
0
%
と

な
っ
て
い
ま
す
｡

居
宅
介
護
サ
-
ビ
ス
の
利
用
率
は
､
利

用
者
の
4
7
･
7
%
が
訪
問
介
護
を
利
用
し
､

以
下
､
適
所
介
護
　
(
4
2
･
4
%
)
､
福
祉

用
具
貸
与
(
3
3
･
3
%
)
､
訪
問
看
護
(
-
 
9
･

′

〃

ヽ

3
%
)
　
と
前
年
同
様
､
居
宅
介
護
の
根
幹

と
な
る
サ
-
ビ
ス
が
上
位
を
占
め
て
い
ま

す
｡
ま
た
､
短
期
入
所
､
訪
問
･
適
所
リ
ハ

ビ
リ
等
の
利
用
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

の
保
険
給
付
費
は
2
億
7
8
9
2
万
円
､

前
年
度
に
比
べ
4
5
8
3
万
円
　
(
1
 
9
･
6

%
)
　
の
増
で
､
居
宅
介
護
分
が
9
8
8
5

万
円
　
(
3
5
･
4
%
)
､
施
設
介
護
分
は
-

億
8
0
0
了
万
円
　
(
6
4
･
6
%
)
　
と
な
っ

て
い
ま
す
｡

一
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
は
､
居
宅

介
護
分
が
-
ケ
月
当
た
り
6
万
8
0
0
0

円
､
施
設
介
護
分
は
-
ケ
月
当
た
り
2
8
万

9
0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

利
用
者
数
の
増
加
と
と
も
に
一
人
当
た

り
の
保
険
給
付
費
も
前
年
度
に
比
べ
-
万

円
増
　
(
居
宅
介
護
)
　
と
な
っ
て
お
り
､
今

後
と
も
サ
-
ビ
ス
の
需
要
は
増
加
の
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
｡

%n
U

∴
【
場
"脱4.

○

○
03%02



易ヨ園濫獲

欧米化に伴い,乳がん発生率が増加している〇万､河内町では近年へ　子宮が

ん,乳がん検診の受診率が大きく低下しています｡短時間で出来る検診ですの

で､ 1年に1度は受けることをお勧めします｡

検診日程 ��ｨ��受付時間 �.�R�

9月2日(月) 兢ｸﾉ(5ｨ985��ｲ�午後1:00-1:30 ※9月4日(水)の検診場所に ついて､健康カレンダ-で てありましたが,改修工事 ����kﾂ�

9月3日(火) �,(,(-ﾘ檍ｭ������kﾂ�

9月4日(水) ��i]ｸﾉ(5ｨ985簫�鉄�kﾂ�

9月6日(金) ��c)Zｩd��鉄�kﾂ�
(福祉センタ-となり) ��

◆対象者: 25歳以上の女性

=j込j法:保健jjj-jj話j約:jj i-i i i i : i i jの

◆検査方法:子宮がん　川　検診車による細胞診

乳　が　ん　川　問診,視診､触診へ　マンモグラフイ

(40歳へ6 0歳までの希望者のみ)

◆料　　金:子宮がん･乳がん　川　無　料

マンモグラフイ　　･ 1,500円

齢躍重器案

町で発行する受診券を持って,指定医療機関で受診していただく方法です｡集団検診で受け

られない方はぜひご利用下さい｡

◆指定医療機関一覧

子宮がん �?ｸ*ｨ/��

(D五十嵐医院 ��ﾍﾈ�y(�8���

②里琳寸病院 ��ｸﾙOiV����

撼

鰹

陛

髭

｣

､
t
`
導
鶏
糞
素
謡
相
場
妻

網

謁

閏

饗

闇

潮

還

両

璃

.

良

工

"

I

"

年

｡

　

-



鵜?艶麗=澱撥:jj鬱鰯j

この検診は､腹部臓器(肝臓へ　胆のう,胆管,膵臓へ　脾臓,肝臓)の疾患を発見するための

検診です｡腹部エコ-による検査ですのでへ　痛みや苦痛はありません｡下記日程の都合の良い

日にお申し込みください｡

検診日程 ��ｨ��受付時間 �.�R�

9月17日(火) 兢ｸﾉ(5ｨ985簫�午前了:00-7:30 ��Ykﾂ�8:00-8:30 ��Ykﾂ�

9:00′-9:30 ��Ykﾂ�

9月18日(水) �,(,(-ﾘ檠;��午前了:00へ了:30 ��Ykﾂ�8:00-8:30 ��Ykﾂ�

15名 

◆対象者: 40歳へ65歳

◆申込方法:保健センタ-まで電話または直接窓口へ

(密84鵜4486 ･ 3682)

◆料　　金: 2, 000円

※この検診は.現在,胆石症や脂肪肝などで腹部超音波検査を受けながら治療している方

はご遠慮ください｡

※体型や体調により､見えにくい腹部臓器もありますので､ご了承下さい｡

吉か|jjjjj--…:

8　月　8　日(木)

河内T績揚:年繭1聴j-j隼:

うつ=金鑑:牢j::j音O- i::::i

患者さんのために400鵬｣

献血をお願いします｡

※輸血用血液は､すべて皆様の献血に

よってまかなわれております｡多く

の方のご協力をお願いいたします｡

主催　　河内町



ご軸ですか鰐別掲萱接董電撃

精神または身体に障害のある2 0歳未満の児童を家庭において監護している父､もしくは母(いずれか

の所得の多い方)､または父母に代わってその児童を養育している方が手当を受けることができます｡

o｢当の裾(児童-人につき)  i l級　月額51,550円　･2級　月額34,330円

〇千当を受けるた母の手絡さについて

県知事の認定を受けることにより､手当が支給されます｡

【添付する書類】

1)請求者と対象児童の戸籍謄本(抄本)と住民票謄本

2)所定の診断書(用紙は住民課にあります｡)

※ただし､次の場合には診断書の添付を省略することが出来ますので窓口でご確認下さい｡
･療育手帳の判定が(④･A)である場合

･身体障害者手帳(内部障害を除く)の等級が1 i 2 i 3級(下肢障害については4級の-部を含む)で

ある場合

3)その他必要な書類　※手当は口座振込みが原則です｡

郵便貯金通帳(必ず請求者本人の口座名義のものをお持ちください｡)

喜手当を受けるための瑞,tきについて

所得状況届 假8ｸｸ�(,ﾉ_ｲ育虻ｹ.(鉅,h,�,�,H*(.兩ｸ.�ｭﾈ-笘,�吋繹ﾈ���?ｨ*�.s佇�#��
日までの間に所得状況届を提出してください｡この届出により8月分以降の手当の 

支給の可否が決定されます｡なおへ2年間提出をしないと､受給資格がなくなるこ 

とがあります｡ 

障害状況届 倬�;h,ﾈ��･�Di.�,�*�+ﾘ,�,H,隸ｨｭB液ﾈｯ｢�*ｩ�ﾘ*�.x.ｨ,H*(-ﾈ+z�ｯｨｭIi驅�,ﾈﾈ��までに診断書等必要な書類を添付のうえ提出してください｡なお､この届出が期間 

内に提出されないと､期間満了の翌月より手当の支給が停止となる場合があります｡ 

額改定請求書 ����ｸ,ﾈ髯;i�H*ｩ�ﾘ��+X+ﾘ�ｨﾘrﾆｨ+ﾘ,讓��,ﾉ/i7�*ｨ�*ﾘ,�,�+ﾘ+ﾘ-��9i9从�*｢�
上がる可能性がでてきた場合｡ 

忘れずに繰出しましょう!握垂萌黄季晋現況届音

児童扶養手当を受けている方は現況届を､ 9月3日までに役場住民課へ提出して下さい｡ (支給停止の

方も含みます｡) 8月分以降の手当を引き続き受給できるかどうか確認するもので､提出がない,あるい

は不備の場合は､ 8月分以降の手当が差し止められますのでご注意下さい｡

現況届は8月上旬に送付予定です｡

(平成1 4年7月以降に申請された方は,届出の必要はありません｡)

園児.'i',扶養丁半とは

さまざまな理由により父親と生活をしていない18歳未満の児童を養育している方に支給されます｡

◎支給要件に該当した日からj年を経過した場合に:i j当な理由がある場合を除き認定の請求が出来な

くなります｡

◎受給資格があっても請求しない限り支給されません｡

◎養育している方の所得などによって支給されない場合もあります｡



`ミ名題載誕⊇揚㊤㈲㊨jjjj艶j-　j

O期　日　　平成14年10月29日(火)午前9時一

書会　場　　河内町中央公民館

上記のとおり､平成1 4年度金婚式を行いますので､該当するご夫婦は8月9日(金)までに､

河内町社会福祉協議会(福祉センター内)まで申請して下さい｡

※今年度の金婚式該当者:i jj臆2 j年1月土日一昭和j臆旦年上_遡上旦圭でに､ご結婚し

た夫婦です｡ (戸籍上で)

◆申し込み･問合せ先　河内町社会福祉協議会　曾84こ2830

一天人X奇サム¥セ=: :尋jj jj::::平､jj:

『平成1 4年度第2学期学部生･大学院修士科目生及び平成1 5年度大学院修士全科生学生募集! 』

喜募集学生

【教養学部】 ����Xｧx���｢�

全科履修生用卒業を目指す学生 做8贓�8怦ｸﾙw��8齎,ﾈｧx肩靖;�/�mｨ輾+xｧy�b��8齎怏mｩ�h��ｧxｯｩ[xﾝﾘｧx+ZH齷Zｨ,ﾈｧx�-hﾊB�ｸh+X+ﾘ*(怏mｨ/�����+Rﾃ�怏mｨ*�.yy｢��8+x.乂y�b�

選科履修生出1年間在学する学生 

科目履修生用1学期間｢6ヶ月｣在学する学生 

営募集期間　｢教養学部･大学院修士科目生｣ 8月15日(木)まで

｢大学院修士全科生(15年度)｣　9月1日(日)へ　9月14日(土)

◆資料請求･問合せ先

〒310-0056　水戸市文京2-1-1　放送大学　茨城学習センタ- (茨城大学内)

密029 - 228 - 0683 ･ 0684　　　放送大学ホ-ムぺ-ジhttp://w.u-air.ac.jp/hp

FAX情報サ-ビス　043-211-8351　フリ-ダイヤル　0120-864-600

畠籠電嚢袋
内容 俎�ｿ8ｧy�b�-般曹候生 ��(ﾏ9^(贅�2等陸･海･空士 (15年3･4月入隊) 

(海･空) 忠zJX､:Xｿ2��(陸･海･空) 

男子 傚x���

受付期間 嶋ﾈ綺?｢ﾓ佇緤m｢��8月5日へ9月6日 

応募資格 俘)�"位俛隴ﾈ-竰�18歳以上 ��緯闌��2�18歳以上27歳未満 
21歳末満 �#Hﾜ駛)i��27歳未満 

試験期日 坪鴣佇�#�?｢�韜���ﾈ��)mｨ-c�ym｢�-次9月14日 �9月15日又は 祷ﾈ�#Im｢�

の問の指定する1日 �?�鴣��ﾈ�)?ｨ-c�?｢�の間の指定する1日 祷ﾈ�#)?｢�

合格発表 ��YD��ﾈ�#I?｢�14年11月6日 ��ID���ﾈ��)?｢�14年11月中旬 ��ID���ﾈ��)?｢�

○連絡先　龍ヶ崎募集事務所　密6 4 - 3 3 5 1ホ-ムペ-ジhttp://w.ne目baraki.ne.jp/ibaplo/



裏
書
の
ピ
暮
雪
き

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
｡

連
絡
先
･
秘
書
広
聴
課

(
K
]
8
-
2
1
1
1
(
内
線
○
○
3
)

-
つ
つ
み
会
館

温
泉
ま
っ
り
-

6
月
9
日
､
東
共
同
利
用
施
設

(
つ
つ
み
会
館
)
　
に
お
い
て
､
湯
っ

た
り
･
の
ん
び
り
気
分
を
味
わ
え

る
　
『
温
泉
ま
つ
り
』
　
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
｡

当
日
は
､
お
風
呂
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
､
歌
や
踊
り
を
は
じ
め
､

利
根
川
団
十
郎
一
座
の
公
演
や
演

歌
歌
手
の
特
別
公
演
に
加
え
､
ふ

る
さ
と
か
わ
ち
に
よ
る
野
菜
激
安

市
等
も
催
さ
れ
､
お
年
寄
り
か
ら

子
供
ま
で
､
終
日
多
く
の
人
で
賑

わ
い
､
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
｡

世
幕
の
料
理
に
挑
轍
-

-
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
-
ル

開
催
-

6
月
8
日
､
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
ス
ク
-
ル
が
開
催
さ
れ
､
小
･

中
学
生
4
0
名
が
親
子
で
参
加
し
ま

し
た
｡当
日
は
､
千
葉
県
下
総
町
に
住

む
ク
リ
ス
さ
ん
を
先
生
に
招
き
､

先
生
の
母
国
料
理
で
あ
る
　
『
ツ
ナ

ボ
ー
ト
(
カ
ナ
ダ
風
ピ
ザ
)
と
デ
ィ
ッ

プ
　
(
カ
ナ
ダ
風
カ
ナ
ッ
ペ
)
』
　
と

い
う
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
｡
試

食
会
で
は
､
参
加
者
か
ら
　
｢
か
な

り
い
け
る
ね
-
｣
　
と
好
評
で
し
た
｡

救
簡
技
術
の
取
得
ノ

-
上
級
激
励
講
習
会
-

水
の
事
故
な
ど
が
増
え
る
夏
を

前
に
6
月
_
 
6
日
､
町
消
防
団
員
を

対
象
に
し
た
上
級
救
命
講
習
会
が

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
､
女
性
消

防
団
員
を
含
め
1
 
7
人
が
参
加
し
ま

し
た
｡講
習
会
で
は
､
竜
ヶ
崎
消
防
署

河
内
出
張
所
の
職
員
が
講
師
と
な

り
､
天
災
や
人
災
を
は
じ
め
と
し

た
と
っ
さ
の
事
故
で
の
救
命
に
当

た
る
心
構
え
や
対
応
の
仕
方
な
ど

に
つ
い
て
の
講
義
や
､
ダ
ミ
-
人

形
を
使
っ
て
の
人
工
呼
吸
､
心
臓

マ
ッ
サ
-
ジ
な
ど
の
実
習
を
行
い

ま
し
た
｡



墓35国河内町消防ポンプ糠法難投入全
書　日　時　　　8月4日(日)午前8時30分

かわち水と緑のふれあい公園多目的グランド

自動車ポンプの部　3チ-A

小型ポンプの部　11チ-A

(今年は盛夏の開催となります! )

鵜　場　所

"　種　目

欣
勝
ノ
-
稲
敷
地
方
倣
富
大
会
-

6
月
9
日
､
第
5
5
回
稲
敷
地
方

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
､
郡
内
町

村
の
各
会
場
に
分
か
れ
_
 
3
種
目
の

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

河
内
町
は
､
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
-
を
会
場
に
綱
引
き

(
男
女
)
　
が
行
わ
れ
男
子
の
部
が

優
勝
､
女
子
の
部
が
3
位
と
快
勝

し
ま
し
た
｡
ま
た
､
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
､
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
-

ル
女
子
が
準
優
勝
､
野
球
､
硬
式

テ
ニ
ス
女
子
が
3
位
を
獲
得
し
ま

し
た
｡

交
通
死
亡
事
故
0
を

願
っ
て
ー
･

帽
1
椅
動

-
交
通
畢
敵
発
生
現
場
を
供
善
-

6
月
_
 
8
日
､
竜
ヶ
崎
地
区
交
通

安
全
協
会
河
内
支
部
､
河
内
町
交

通
安
全
母
の
会
に
よ
り
交
通
事
故

の
再
発
防
止
を
願
い
､
交
通
事
故

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
供
養
が
行

わ
れ
ま
し
た
｡

河
内
町
で
は
､
一
昨
年
前
に

｢
交
通
死
亡
事
故
g
.
]
の
表
彰
を

県
か
ら
受
け
ま
し
た
が
､
昨
年
か

ら
今
年
に
か
け
て
は
交
通
死
亡
事

故
が
多
数
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
､
事
故
の
発
生
し
た
現
場
を
供

養
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
｡

他
の
こ
も
っ
た

お
ま
っ
り
に

-
福
祉
ま
っ
り
開
催
-

6
月
2
2
日
､
福
祉
セ
ン
タ
-
に

お
い
て
恒
例
の
　
『
福
祉
ま
つ
り
』

が
開
催
さ
れ
､
家
族
連
れ
な
ど
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
｡

会
場
で
は
､
各
種
模
擬
店
な
ど

の
ほ
か
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
る
山
菜
お
こ
わ
や
お
に
ぎ

り
の
販
売
､
福
祉
作
業
所
に
通
う

皆
さ
ん
手
作
り
の
木
工
製
品
の
販

売
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
｡

ま
た
､
各
趣
味
ク
ラ
ブ
の
発
表

会
で
は
､
民
謡
や
舞
踊
､
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
の
熱
演
に
観
客
は
盛
ん
に

拍
手
を
送
り
ま
し
た
｡



みんなの

お知らせ

7月の納税

◇固　定　資　産　税　2期◇

◇一般年賦金(豊新)全期◇

◇牛久沼土地改良特別全期◇

徴収日は7月31日です｡

密討qf晴 兢ｸﾉ(5ｨ985籀tﾓCCッ�
学校教育課⑭3322 

役場⑭2111 FAX⑭4357 

誤芸嵩⑭2843 
水道課⑭2361給食センタ-⑭2845 

つつみ会館⑮3了40福祉センター⑭3699 

木水火　月

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
不
動
産
取
得
税
】

不
動
産
取
得
税
は
､
不
動
産

(
土
地
･
建
物
)
　
を
取
得
　
(
新
築
･

増
築
･
売
買
･
贈
与
･
交
換
等
)

さ
れ
た
方
に
一
度
だ
け
納
め
て
い

た
だ
く
県
の
税
金
で
す
｡

な
お
､
住
宅
や
住
宅
用
土
地
を

取
得
さ
れ
た
方
は
､
一
定
の
条
件

の
も
と
で
不
動
産
取
得
税
が
申
請

に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
｡聞
合
せ
先

江
戸
崎
県
税
事
務
所
課
税
第
二
課

Ⅲ

o

2

9

8

-

9

2

-

6

-

-

2

【
個
人
事
業
税
】

法
令
で
定
め
る
事
業
を
営
む
方

に
は
､
個
人
事
業
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
｡
納
税
は
､
原
則
と
し
て
8

月
と
‖
月
の
2
期
に
分
け
て
県
税

事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
書
　
(
納
付
書
)
　
に
よ
り
､
最
寄

り
の
金
融
機
関
等
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
｡
た
だ
し
､
税
額
が
一

万
円
以
下
の
方
は
8
月
に
全
額
を

納
税
し
て
い
た
だ
き
ま
す
｡
な
お
､

便
利
な
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
制

度
も
あ
り
ま
す
｡
口
座
を
お
詩
ち

の
金
融
機
関
　
(
郵
便
局
は
除
く
)

で
簡
単
に
手
続
き
が
出
来
ま
す
の

で
､
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
｡

問
合
せ
先

江
戸
崎
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

Ⅲ

o

2

9

8

-

9

2

･

6

1

-

4

｢
行
方
不
明
者
を
捜
す
相

談
所
｣
開
設
の
お
知
ら
せ

家
族
､
親
類
､
知
人
で
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
る
人
が
お
り
､
そ

の
安
否
を
気
遣
っ
て
悩
ん
で
い
る

方
は
お
り
ま
せ
ん
か
｡

警
察
で
は
8
月
中
を
行
方
不
明

者
を
捜
し
た
り
､
身
元
不
明
者
の

身
元
を
確
認
す
る
た
め
の
行
方
不

明
者
捜
索
強
化
期
間
と
し
て
　
｢
行

方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
｣
　
を
開

設
い
た
し
ま
す
｡

開
設
場
所

○
警
察
本
部
鑑
識
課

8
月
1
日
(
木
)
-
3
0
日
(
金
)
ま

で
の
1
ヶ
月
間
常
設
開
設

(
土
､
日
と
左
記
の
相
談
所
開

設
日
を
除
く
)

○
各
警
察
署

8

月

5

日

8

月

6

日

8

月

7

日

8

月

8

日

日
立
警
察
署

下
館
警
察
署

境
警
察
署

鹿
嶋
警
察
署

○
公
共
施
設

8
月
3
日
　
(
土
)
　
三
の
丸
庁
舎

-
階
　
(
旧
県
庁
舎
)

8
月
4
日
　
(
日
)
　
土
浦
市
女
性

セ
ン
タ
-
(
土
浦
駅
西
口
　
｢
ウ

ラ
ラ
ピ
ル
2
｣
　
7
階
)

※
午
前
9
蒔
く
午
後
4
時
ま
で

昨
年
は
県
内
で
1
0
2
件
　
(
-

4
4
名
)
　
の
相
談
を
受
け
､
多
く

の
方
の
生
存
､
居
所
等
を
確
認
し

て
お
り
ま
す
｡

相
談
は
無
料
､
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
の
で
､
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
｡

問
合
せ
先

警
察
本
部
鑑
識
課

皿

o

2

9

-

3

0

-

-

0

1

1

0

(
内
線
4
6
2
2
)

竜
ヶ
崎
警
察
署

Ⅲ
6
2
-
o
l
l
o
　
(
内
線
3
4
1
)

ま
た
は
､
交
番
･
駐
在
所
ま
で

平
成
1
 
4
年
度
介
護
支
援
専
門
員

(
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
)
実
務
研
修

受
講
試
験
の
お
知
ら
せ

県
で
は
､
介
護
保
険
制
度
に
お

い
て
､
介
護
が
必
要
な
方
の
相
談

に
応
じ
な
が
ら
､
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
計
画
作
成
､
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
の
連
絡
調
整
な
ど
の
仕
事

を
行
う
介
護
支
援
専
門
員
の
実
務

研
修
受
講
試
験
を
行
い
ま
す
｡

試
験
]

平
成
1
4
年
1
0
月
2
7
日
　
(
日
)

試
験
日
時
間
　
午
前
-
 
o
時
-

試
験
日
会
場

県
立
水
戸
第
三
高
等
学
校
､
水

城
高
等
学
校
､
県
立
医
療
大
学
､

県
立
石
岡
第
一
高
等
学
校
､
県
立

盲
学
校
､
筑
波
技
術
短
期
大
学

(
障
害
者
用
会
場
)

受
験
資
格

･
保
健
･
医
療
･
福
祉
分
野
で
通

算
5
年
以
上
か
つ
9
0
0
日
以
上

の
実
務
経
験
が
あ
る
方

･
1
 
0
年
以
上
か
つ
1
8
0
0
日
以

上
の
実
務
経
験
が
あ
る
方

(
※
国
家
資
格
等
の
有
無
､
勤
務

先
､
業
務
内
容
等
に
よ
り
条
件
が
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園園
曾E璃B3,繭EB鶉害協会

剛休日診療剛
当　　番　　医

¥¥'江戸崎地区

【8月】

4日　江戸崎眼科　0298-92-0262

11日　官本病院　0299-79-2114

18日　坂本(隆)医院0298-92-2232

25日　大久保医院0298-94-2733

〈〉龍ヶ崎地区

*上段が内科､下段が外科です｡

【8月】

4日　^代内科医院　64-1710

みやおが州潮科　62-3761

11日　_日柄斗グ)ニック　62-2234

飯野クリニック　60-2323

13日　福岡小児科医院　66-3245

菊地整形外科　飾-6111

14日　細井クリニック　飾-柳00

牛　尾　病　院　00-6111

15白　油　田　病　院　餌-1152

西新道外科医院　62-0855

18日　山　本　医　院　66-3348

野　村　医　院　62-6鵜1

25日　横　田　医　院　62-0047

いがらしクリニック　62-0036

*診療を受ける際は､必ず電話
で確かめてください｡

他田ごと梱談斬
i 8月1日(木)午前10時一正午

善
意
の
ご
寄
附

龍
ヶ
崎
市
姫
宮
町

山
田
　
哲
嗣
氏
3

〇

.

〇

〇

〇

円

-
福
祉
作
業
所
へ
-

/

-

ヽ

異
な
り
ま
す
の
で
､
詳
細
は
受
験

案
内
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
｡
)

願
書
の
配
布

県
の
保
健
所
､
地
方
福
祉
事
務

所
､
介
護
保
険
量
に
て
配
布
し
て

い
ま
す
｡

(
※
郵
送
希
望
の
方
は
､
2
7
0

円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
角
2
の
返

信
用
封
筒
に
住
所
､
氏
名
を
明
記

し
､
介
護
保
険
室
あ
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
｡
)

願
書
の
受
付

8
月
1
日
　
(
木
)
-
9
日
(
金
)

ま
で
に
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
た

も
の
の
み
受
付
け
ま
す
｡

聞
合
せ
先

県
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
重

刑

o

2

9

･

3

0

1

-

3

3

4

3

ハ

o

2

9

-

3

0

1

-

3

3

4

8

元
気
い
ば
ら
き
っ
子
　
｢
エ

ン
ジ
ョ
イ
･
サ
タ
デ
ー
｣

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

4
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
完

全
学
校
週
5
日
制
の
実
施
に
伴
い
､

子
と
も
た
ち
の
学
校
外
で
の
体
験

活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
､
県
立

青
少
年
教
育
施
設
や
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
-
で
は
､
各
種
体
験
活
動

の
機
会
や
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
｡

ご
家
族
･
お
友
達
な
ど
と
一
緒

に
､
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
｡

対
象
児
童
･
生
徒
及
び
保
護
者

開
催
日

主
に
土
曜
日
　
(
長
期
休
業
日
を

除
く
｡
)
囚
容

○
自
然
体
験
活
動
　
(
動
植
物
の
観

察
､
ハ
イ
キ
ン
グ
､
星
座
観
察
､

作
物
の
収
穫
体
験
等
)

○
椿
油
体
験
活
動
　
(
テ
ン
ト
泊
､

キ
ャ
ン
プ
､
野
外
調
理
等
)

○
読
書
･
創
作
活
動
(
読
み
聞
か

せ
･
も
の
づ
く
り
等
)

○
ス
ポ
ー
ツ
活
動
　
(
ウ
オ
-
ク
ラ

リ
-
､
オ
リ
エ
ン
テ
-
リ
ン
グ
､

囲
賀
動

ス
ポ
-
ツ
教
室
等
)

○
そ
の
他
　
(
-
T
･
英
会
話
･
科

学
教
室
､
映
画
会
等
)

参
加
費

実
費
経
費
　
(
材
料
費
､
宿
泊
費
､

食
事
代
､
保
険
料
等
)

開
催
会
場

･
県
立
青
少
年
教
育
施
設

･
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ー
聞
合
せ
先

県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

Ⅲ

o

2

9

･

3

0

-

･

5

3

2

2

割

o

2

9

-

3

0

-

-

5

3

3

9

小
規
模
ポ
イ
ラ
-
取
扱
資

格
取
得
講
習
に
つ
い
て

日
時
　
9
月
4
日
　
(
水
)
　
-
5

日
　
(
木
)
　
午
前
9
時
-
午
後
5
時

会
場
　
茨
城
県
J
A
会
館

費

用

　

9

7

0

0

円

(
受
話
料
･
テ
キ
ス
ト
代
)

受
付
日
　
8
月
書
9
日
　
(
月
)
　
-

2
0
日
　
(
木
)
　
持
参
又
は
現
金
書
留

申
込
み
先
　
日
本
ポ
イ
ラ
-
協

会
茨
城
支
部

皿

o

2

9

-

2

2

5

-

6

-

8

5

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

5

-

6

5

0

9

※
申
込
書
は
電
話
か
F
A
X
連
絡

に
よ
り
各
人
に
送
付
さ
れ
ま
す
｡



潤:闇圏　j

た　仏　か　　r+うか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jの音j+　　jす:+

田中　噴稚くん　　　　　　　　　篠原　瑞働くん　　　　　　　　　　仲山　衝くん

水泳の選手　　　　　　　　　　おもちゃ屋さん　　　　　　　　　　おいしゃさん

にしi+{　　　j　き　j jjl⊃j jろか

西岡　未紗希ちゃん　　　　　　　　秋山　悠ちゃん　　　　　　　　平石　真子ちゃん

幼稚園の先生　　　　　　　　　　幼横国の先生　　　　　　　　　　　看護姉さん

生

壁

山　斧　郡　青　庄　山　青

田　崎　　野　司　口　木

統

　

匂

　

か

わ

も

俳

画

芸

白
南
風
や
洋
軽
三
味
線
鳴
り
わ
た
り杉
　

原

　

利

　

代

洗
は
れ
て
並
ぶ
ク
ラ
ス
や
夏
来
る
田

　

中

　

康

　

夫

父
の
日
や
南
部
鉄
瓶
く
す
ぶ
り
ぬ
中

　

山

　

千

　

代

南
風
や
机
の
上
に
衆
の
地
図

川

　

口

　

ふ

　

く

南
風
吹
く
黄
泉
の
国
へ
の
旋
立
ち
に田
　

沼

　

和

　

子

磨
崖
仏
む
ら
さ
き
映
ゆ
る
花
宵
宮
清
澤
　
根
　
と
し
お

悠
然
と
白
雲
映
る
夏
の
川

吉

　

田

　

四

　

郎

載
れ
こ
こ
に
在
り
と
知
ら
せ
種
牛
珪大
　
野
　
志
げ
子

一
茶
あ
り
蛙
痩
せ
て
も
句
を
残
し
石
塚
　
た
か
よ
し

父
の
日
や
父
の
遺
せ
し
文
机

鴻

　

野

　

た

　

け

急
が
す
に
楽
し
く
生
き
る
七
変
化
諸

　

岡

　

　

　

勇

大
南
風
潮
を
蹴
立
て
て
来
た
り
け
り根
　

本

た
っ
ふ
り
と
ト
レ
ノ
シ
ン
ク
や
初
史
の
朝

遠

　

藤

転
作
の
と
こ
ろ
と
こ
ろ
に
麦
の
秋
若

　

衆

杜
若
父
逝
き
し
日
も
雨
の
庭

橋

　

爪

長
編
を
読
み
で
疲
れ
し
六
月
宵

大

父
の
日
や
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
仕
事
ぶ
り
大

蛙
の
ユ
土
日
森
発
の
深
夜
便

飯

養
姐
と
言
え
と
も
源
氏
蛍
か
な

田

父
の
日
や
祝
い
た
く
て
も
遺
影
の
み斧

父
の
日
や
白
粥
匂
ふ
は
か
り
な
り

飯
塚

饉

　

歌

　

が

わ

も

檀

歌

会

小
作
農
兵
卒
な
と
の
日
に
似
た
る
先
の
見
え
な
い
世
に
老
い
て
ゆ
-

学

ぶ

こ

と

暮

し

の

中

に

あ

り

と

い

ふ

馴

れ

る

こ

と

よ

り

出

で

し

発

想

花
の
昼
は
た
と
任
し
さ
と
さ
あ
り
ぬ
コ
-
ヒ
-
ス
ブ
-
ン
し
す
か
に
ま
わ
す

!

l

ん

し

1

I

梵
鐘
を
突
く
の
は
一
度
そ
の
昔
は
霊
山
寺
の
灯
を
耗
ら
す

彼
岸
に
は
少
し
早
い
が
更
級
の
墓
地
に
謂
れ
は
山
の
風
吹
く

毎
日
が
土
日
と
な
り
し
生
活
に
長
い
一
日
い
か
に
遇
こ
す
や

何
よ
り
も
老
い
の
喜
ぶ
ふ
る
さ
と
の
舌
を
土
産
に
養
護
訪
ね
る



町の歴史伝える文化財

寺社･民家など
建造物調査

仏
像
､
樹
木
に
続
く
建
造
物
調
査

二
回
に
わ
た
る
元
茨
城
大
学
の

田
中
義
恭
先
生
に
よ
る
町
内
の
仏

像
･
仏
画
の
調
査
は
県
内
初
め
て

の
悉
皆
調
査
で
､
平
安
期
ま
で
遡

る
貴
重
な
仏
像
彫
刻
の
存
在
が
確

か
め
ら
れ
､
文
化
財
の
町
指
定
が

す
す
み
ま
し
た
｡
さ
ら
に
元
筑
波

大
の
大
庭
喜
八
郎
先
生
の
樹
木
調

査
に
よ
る
天
然
記
念
物
の
町
指
定

も
行
わ
れ
ま
し
た
｡

平
成
十
三
年
三
月
と
今
年
の
四

月
に
は
元
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

教
授
の
瀬
島
正
士
先
生
に
お
願
い

し
て
町
内
の
寺
院
､
神
社
､
旧
家

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
｡
そ
の
報

告
書
の
械
要
を
紹
介
し
ま
す
｡

/

~

ヽ

い

っ

り

ん

し

J

l

r

′

事

打

つ

　

>

一
問
社
流
道
の
神
社
が
大
半

ま
ず
町
内
の
神
社
の
建
築
様
式

､
｣
り
づ
ま

は
､
一
間
社
流
進
と
い
う
切
妻
進

の
反
り
を
つ
け
た
屋
根
の
前
流
れ

を
長
く
し
た
形
式
で
､
正
面
の
柱

の
間
数
で
一
間
社
と
か
三
間
社
と

か
呼
ば
れ
ま
す
｡
ま
ず
一
間
社
流

進
の
神
社
で
組
物
､
束
､
彫
刻
の

装
飾
を
施
し
た
木
鼻
な
ど
建
築
の

細
部
の
特
徴
か
ら
推
定
さ
れ
る
建

立
年
代
は
次
の
通
り
で
す
｡

(
金
江
津
地
区
)

側
高
神
社
本
殿

下
水
神
社
本
殿

上
水
神
社
本
殿

片
巻
宰
府
神
社

(
長
竿
地
区
)

稲
荷
神
社
本
殿

(
源
清
田
地
区
)

保
村
宇
賀
神
社

遠
下
琴
平
宮
本
殿

羽
子
騎
土
師
神
社

手
栗
八
幡
香
取
社

一
八
世
紀
中
頃

一
九
世
紀
前
半

一
八
世
紀
末
頃

一
八
世
紀
末
頃

一
八
世
紀
後
半

一
九
世
紀
前
半

一
九
世
紀
中
頃

一
八
世
紀
末
頃

一
八
世
紀
後
半

平
川
三
社
の
三
間
社
流
進
な
ど

平
川
の
三
社
の
中
央
の
水
神
熊

野
愛
宕
神
社
は
町
内
で
は
珍
し
い

三
間
社
流
進
で
す
｡
右
の
天
満
宮
､

左
の
稲
荷
神
社
は
と
も
に
一
間
流

進
で
､
三
社
と
も
一
九
世
紀
中
頃

の
建
立
と
い
う
こ
と
で
す
｡

う
ぶ
す
な
し
て

な
お
十
三
問
戸
の
産
土
社
が
二

間
社
流
進
で
一
八
世
紀
末
-
一
九

世
紀
初
め
､
大
日
堂
は
正
面
入
母

屋
､
背
面
寄
模
造
で
一
九
世
紀
中

頃
の
建
立
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
｡

○
川
‥
U

部
に
複
雑
な
形
式
を
取
り
入
れ
､

屋
根
も
幅
一
〇
-
一
五
セ
ン
チ
､
と
ち
L
'
=
き

長
さ
六
セ
ン
チ
の
板
で
葺
く
初
茸

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
の
は
貴
重

だ
と
の
こ
と
で
す
｡

ま
た
生
板
宿
の
皇
大
神
社
本
殿

は
､
町
内
で
は
珍
し
い
神
明
造
で

す
｡
こ
れ
は
調
査
後
､
村
社
書
類

箱
に
保
管
さ
れ
て
い
た
書
類
　
｢
氏

神
皇
太
神
社
再
建
願
｣
　
に
よ
り
､

も
と
竪
九
尺
横
五
尺
六
寸
の
茅
葺

の
本
殿
が
大
破
し
た
た
め
明
治
一

四
年
に
神
明
造
で
再
建
し
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
｡

山
門
と
楼
門
を
も
っ
て
貴
重

長
竿
の
海
禅
寺
は
禅
宗
式
の
四

.

)

一

<

も

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

S

E

`

　

O

　

や

脚
門
の
山
門
と
入
母
屋
進
の
楼
門

を
備
え
て
貴
重
で
､
建
立
年
代
は

一
八
世
紀
中
頃
と
末
頃
と
み
ら
れ
､

千
鳥
破
風
や
神
明
造
も

源
清
田
の
鹿
嶋
神
社
本
殿
は
一

間
社
流
進
で
一
九
世
紀
前
半
の
建

立
と
見
ら
れ
ま
す
が
､
屋
根
に
千

の
さ
S
,
.
r
'
け
　
ふ

烏
破
風
や
軒
店
破
風
を
設
け
､
細

細
部
の
造
り
も
良
い
と
い
う
こ
と

で
す
｡
ま
た
金
江
津
の
大
洞
院
の

山
門
も
海
禅
寺
の
楼
門
と
同
様
二

階
に
梵
鐘
を
吊
す
鐘
楼
門
形
式
で

茅
茸
の
ま
ま
で
し
た
が
､
破
損
が

進
み
惜
し
く
も
今
年
に
入
り
改
築

の
た
め
撤
去
さ
れ
ま
し
た
｡

福
田
錦
斉
先
生
書
院
と
大
野
家

金
江
津
の
福
田
錦
斉
先
生
書
斎

は
西
山
荘
に
摸
し
た
簡
素
な
書
斎

で
､
四
畳
半
二
重
を
横
に
並
べ
､

両
室
と
も
背
面
に
床
･
棚
を
設
け

て
あ
る
の
か
特
徴
で
､
堀
を
め
ぐ

ら
せ
た
庭
園
も
み
ご
と
で
す
｡

生
板
の
大
野
宗
太
郎
家
住
宅
は

桁
行
十
間
半
､
梁
問
六
間
の
寄
模

造
の
大
規
模
な
農
家
で
､
軒
が
高

く
部
屋
割
り
も
大
き
く
､
茨
城
か

ら
千
葉
に
見
ら
れ
る
典
型
的
な
旧

家
の
構
え
で
､
十
九
世
紀
初
頃
､

化
政
期
の
建
築
で
､
三
義
人
の
時

代
を
し
の
ば
せ
る
も
の
で
す
｡

町
の
歴
史
遺
産
と
し
て
保
存
を

調
査
し
た
町
内
の
建
造
物
は
住

民
の
生
活
基
盤
が
確
立
し
た
江
戸

中
期
か
ら
の
も
の
で
､
失
わ
れ
て

い
く
も
の
の
多
い
中
で
､
現
在
ま

で
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
も
の
で

す
か
ら
､
長
く
後
世
に
伝
え
て
い

き
た
い
も
の
で
す
｡



戸籍の窓
6月届出分(敬称略)

氏　　　　名

石　山　和　夫

細　谷　洋　子

石　塚　素　次

頭　崎　｣　男

高　松　　　　了

大　野　ツ　ヤ　子

貝　塚　愛　子

阿　部　ミ　キ

松　川　た　い

野　澤　み　さ　を

石　井　　　　博

掌掲載を希望されない場合は.届出の隙くこ申

し出てください｡

町の人口と世帯

平成14年7月1日現在

人　口11.732人(-2)

男　　5,803人(-2)

女　　5,929人(±0)

世帯数　3,341戸(±0)

卿の交通事故"
6月発生鵜(前月比) (累計)

発生件数　　　　20件(-9) (90)

死者数　　　　　1人(十1) (2)

負傷音数　　　　　3人(-3) (30)

竜ヶ崎警察署調べ

閏重囲醇配置孤電⑳識掛る哩g
現在登録されている原動機付自転車､コンバイン､ト
ラクタ-を処分してしまったり使用していない場合でも､

その年の4月1日現在で軽自動車税の課税対象となりま
す｡

該当される場合は､税務課軽自動車税係まで､ナンバ-

プレ葛トをお持ちになり(ナンバ-プレ-トがない場合

はナンバ-プレ-ト代2 0 0円がかかります｡)廃車の手

続きをお願いします｡また､登録者が死亡､または転出
等されていても､今後も使用される場合は,登録者の名

義を変更する届が必要iこなります｡なあ､不明な点がご
ざいましたら下記へあ問合せ下さい｡
喜問合せ先　　税務課　軽自動車税係

丁E｣84-2 1 1 1

(内線172)
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の
純
友
英
才
来
ろ
海
二
倍

A
.
美
｡
利
あ
有
桃
七
回
圭

二

　

明

　

雄

　

幸

　

硲

功

　

利

　

正

　

光

　

孝

円

　

山

　

谷

　

野

　

見

守

　

敵

　

背

　

佐

　

小

い

と

ぐ

る

ま

糸

　

車

綿
花
よ
り
糸
を
つ
む
ぎ
た
し
､

ま
た
､
そ
れ
を
よ
り
合
せ
る
の
に

用
い
る
車
で
す
｡

右
の
竹
の
車
を
ま
わ
す
と
､
左

の
つ
む
　
(
紡
錘
)
　
が
回
転
し
て
綿

花
か
ら
の
糸
を
つ
む
ぎ
ま
す
｡

つ
む
ぐ
と
は
､
綿
花
よ
り
糸
を

引
き
出
し
て
よ
り
を
か
け
る
こ
と

で
､
中
国
で
発
明
さ
れ
ま
し
た
｡

日
本
で
は
､
明
治
時
代
に
な
り

紡
績
工
場
が
で
き
る
と
と
も
に
し

だ
い
に
､
そ
の
す
か
た
を
消
し
て

い
き
ま
し
た
｡

河
内
町
民
俗
霜
鴛
聾
唖


